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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期

第２四半期連結
累計期間

第41期
第２四半期連結
累計期間

第40期

会計期間
自2017年４月１日
至2017年９月30日

自2018年４月１日
至2018年９月30日

自2017年４月１日
至2018年３月31日

営業収入 （千円） 19,519,348 24,178,104 47,283,807

経常利益 （千円） 1,262,907 1,964,253 3,237,737

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（千円） 535,546 2,351,825 1,887,338

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 583,315 2,484,390 2,040,908

純資産額 （千円） 25,384,653 28,853,534 26,604,327

総資産額 （千円） 34,655,717 40,215,249 39,076,252

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 31.02 136.10 109.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 68.9 67.5 64.0

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,012,682 1,293,172 △813,373

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 40,491 1,832,325 184,156

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △309,612 △202,877 △537,609

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 18,233,519 22,294,963 19,346,939

 

回次
第40期

第２四半期連結
会計期間

第41期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自2017年７月１日
至2017年９月30日

自2018年７月１日
至2018年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 10.38 81.28

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．１株当たり四半期（当期）純利益の算定において、「役員報酬ＢＩＰ信託」及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が

保有する当社株式を自己株式として処理していることから、期中平均株式数から当該株式数を控除しておりま

す。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。
 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。
 
（1）財政状態及び経営成績の状況

〔当第２四半期連結累計期間の経営成績〕
（単位：百万円）

 

前第２四半期連結累計期間

（自　2017年４月１日

至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2018年４月１日

至　2018年９月30日)

増減
増減率
（％）

営 業 収 入 19,519 24,178 4,658 23.9

営 業 利 益 1,291 1,780 488 37.8

経 常 利 益 1,262 1,964 701 55.5

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
535 2,351 1,816 339.1

 
〔経営成績の分析〕
当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種経済政策などにより、企業収益や雇用、所得環境の

改善傾向が続くなど緩やかな回復基調が継続しております。しかしながら、通商問題など海外経済の不確実性や金融

資本市場の変動、相次いでいる自然災害などの影響に留意すべき状況となっております。

当社グループの経営成績は営業収入241億７千８百万円（前年同四半期比23.9％増）、営業利益17億８千万円（前年

同四半期比37.8％増）、経常利益19億６千４百万円（前年同四半期比55.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益23億５千１百万円（前年同四半期比339.1％増）となり、前年同四半期に比べ、大型コンサートツアー、関連グッズ

収入の増加により増収となり、イベント制作費などの増加や高利益率事業の減収など減益要因はありましたが、販売

費及び一般管理費の減少、持分法投資損益の改善に加え、固定資産売却益など特別利益の計上により大幅な増益とな

りました。
 
＜営業収入＞

・ イベント収入（大型コンサートツアー）が増加

・ 商品売上収入（グッズ・商品収入、音楽パッケージ）が増加
 

上記要因などにより増収となりました。
 
＜営業利益＞

・ イベント制作費などの増加や高利益率事業の減収など減益要因はありましたが、販売費及び一般管理費の減少によ

り増益となりました。
 
＜経常利益＞

・持分法投資損益の改善により増益となりました。
 
＜親会社株主に帰属する四半期純利益＞

・固定資産売却益など特別利益の計上により大幅な増益となりました。
 

セグメントの業績は、次のとおりであります。
 
（営業収入）

（単位：百万円）

 

前第２四半期連結累計期間

（自　2017年４月１日

至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2018年４月１日

至　2018年９月30日）

増減
増減率
（％）

アーティストマネージメント事業 16,321 20,865 4,543 27.8

メ デ ィ ア ビ ジ ュ ア ル 事 業 689 669 △19 △2.8

コ ン テ ン ツ 事 業 1,313 1,492 179 13.6

プレイスマネージメント事業 1,195 1,151 △44 △3.7

合 計 19,519 24,178 4,658 23.9
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（セグメント利益又は損失（△））

（単位：百万円）

 

前第２四半期連結累計期間

（自　2017年４月１日

至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2018年４月１日

至　2018年９月30日）

増減
増減率
（％）

アーティストマネージメント事業 1,521 1,943 421 27.7

メ デ ィ ア ビ ジ ュ ア ル 事 業 △59 128 188 －

コ ン テ ン ツ 事 業 437 587 150 34.5

プレイスマネージメント事業 14 △29 △44 －

調 整 額 △622 △850 △227 －

合 計 1,291 1,780 488 37.8

 

〔アーティストマネージメント事業〕
営業収入208億６千５百万円（前年同四半期比27.8％増）、営業利益19億４千３百万円（前年同四半期比27.7％増）

となり、増収増益となりました。
 

[主な事業]

・ イベント収入：＜コンサート＞

福山雅治、ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫ、ＳＥＫＡＩ ＮＯ ＯＷＡＲＩのコンサートツアー

ポルノグラフィティ、Ｍａｙｄａｙのコンサート

Ａｍｕｓｅ Ｆｅｓ ｉｎ ＭＡＫＵＨＡＲＩ　２０１８

＜舞台・公演＞

地球ゴージャス「ＺＥＲＯＴＯＰＩＡ」、熱海五郎一座「船上のカナリアは陽気な不協和音」

・ 商品売上収入：コンサートグッズ、ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫライブＤＶＤ

・ ＦＣ収入：サザンオールスターズ、福山雅治、ＢＡＢＹＭＥＴＡＬ、Ｐｅｒｆｕｍｅ、

ＳＥＫＡＩ ＮＯ ＯＷＡＲＩなど

・ 印税収入（新譜）：星野源（ライブＤＶＤ）、桑田佳祐（ライブＤＶＤ）、Ｐｅｒｆｕｍｅ（シングルＣＤ）

・ 出演収入・ＣＭ収入：大泉洋、神木隆之介、福山雅治、Ｐｅｒｆｕｍｅ、サザンオールスターズなど
 

＜営業収入＞

・ イベント収入（大型コンサート公演数、規模など）が増加

（前年同四半期はＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫ、星野源のコンサートツアーなど）

・ 商品売上収入（コンサートグッズ、音楽パッケージ）が増加

（前年同四半期よりイベント増加による関連グッズ増加、音楽パッケージ大型作品増加）

上記要因などにより増収となりました。

 

＜セグメント利益＞

イベント制作費などの増加、高利益率事業の減収など減益要因はありましたが、販売費及び一般管理費の減少によ

り増益となりました。
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〔メディアビジュアル事業〕
営業収入６億６千９百万円（前年同四半期比2.8％減）、セグメント利益１億２千８百万円（前年同四半期は５千９

百万円のセグメント損失）となりました。
 

[主な事業]

・ 映像作品販売収入：ＴＥＡＭ ＮＡＣＳ舞台「ＰＡＲＡＭＵＳＨＩＲ」、

大泉洋主演映画「探偵はＢＡＲにいる３」、などのＤＶＤ販売収入

・ 映像製作収入：佐藤健主演映画「８年越しの花嫁」劇場配給分配収入

・ 番組制作収入：映画「ギャングース」制作受託など

 

＜営業収入＞

・ 番組制作収入の減少

（前期は星野源主演ドラマ「プラージュ」の番組制作収入）

上記要因などにより減収となりました。
 

＜セグメント利益＞

音楽パッケージ販売手数料（主にＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫ関連）が好調であり増益となりました。

 

〔コンテンツ事業〕
営業収入14億９千２百万円（前年同四半期比13.6％増）、セグメント利益５億８千７百万円（前年同四半期比

34.5％増）となり、増収増益となりました。

 

[主な事業]

・ サザンオールスターズ、福山雅治、ＢＥＧＩＮ、ポルノグラフィティ、Ｐｅｒｆｕｍｅ、ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫ、

ＢＡＢＹＭＥＴＡＬなどによる旧譜楽曲の販売及び旧譜楽曲の二次使用

 

＜営業収入＞

原盤印税の増加などにより増収となりました。

 

＜セグメント利益＞

増収要因により増益となりました。

 

〔プレイスマネージメント事業〕
営業収入11億５千１百万円（前年同四半期比3.7％減）、セグメント損失２千９百万円（前年同四半期は１千４百万

円のセグメント利益）となりました。

 

[主な事業]

・ 東京ワンピースタワー、アミューズミュージアムの入場料収入、グッズ販売収入

・ ベルギービール等の飲食店収入

 

＜営業収入＞

東京ワンピースタワーのフォト・グリーティングなどのパーク内イベント収入が低調であったことなどにより、減

収となりました。

 

＜セグメント利益＞

減収要因により減益となりました。
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〔財政状態の分析〕
当第２四半期連結会計期間末の総資産は402億１千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億３千８百万円増加

いたしました。主な増加要因は、流動資産「現金及び預金」の増加によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の負債は113億６千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億１千万円減少いたし

ました。主な減少要因は、流動負債「営業未払金」の減少によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は288億５千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ22億４千９百万円増加

いたしました。主な増加要因は、「親会社株主に帰属する四半期純利益」の計上によるものであります。この結果、

自己資本比率は67.5％となりました。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

29億４千８百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末には222億９千４百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は下記のとおりであります。

 

（単位：百万円）

 

前第２四半期連結累計期間

（自　2017年４月１日

至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2018年４月１日

至　2018年９月30日）

増減

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,012 1,293 3,305

投資活動によるキャッシュ・フロー 40 1,832 1,791

財務活動によるキャッシュ・フロー △309 △202 106

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は12億９千３百万円（前年同四半期は20億１千２百万円の使用）となりました。

これは、主に営業債務の減少に伴う資金減少要因を、税金等調整前四半期純利益及び営業債権の減少による資金

増加要因が上回ったことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は18億３千２百万円（前年同四半期は４千万円の獲得）となりました。

これは、主に有形固定資産の取得による資金減少要因を、有形固定資産の売却による資金増加要因が上回ったこ

とによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は２億２百万円（前年同四半期は３億９百万円の使用）となりました。

これは、主に配当金の支払による資金減少要因によるものであります。

 

（3）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 74,494,080

計 74,494,080

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2018年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2018年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,623,520 18,623,520
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 18,623,520 18,623,520 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2018年７月１日～

2018年９月30日
－ 18,623,520 － 1,587,825 － 1,694,890
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（５）【大株主の状況】

  2018年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社オオサト 東京都世田谷区下馬４丁目22番２号 4,670 26.60

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,521 8.66

大里　洋吉 東京都世田谷区 451 2.57

大里　久仁子 東京都世田谷区 437 2.49

アミューズアーティスト持株会 東京都渋谷区桜丘町20番１号 435 2.48

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 398 2.27

ＧＯＬＤＭＡＮ，ＳＡＣＨ

Ｓ＆　ＣＯ．ＲＥＧ

（常任代理人　ゴールドマン・

サックス証券株式会社）

200 WEST STREET NEW YORK,NY,USA

（東京都港区六本木６丁目10番１号）
327 1.86

ＧＯＬＤＭＡＮ ＳＡＣＨＳ Ｉ

ＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ

（常任代理人　ゴールドマン・

サックス証券株式会社）

133 FLEET STREET LONDON EC4A 2BB U.K.

（東京都港区六本木６丁目10番１号）
322 1.84

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口９）
東京都中央区晴海１丁目８番11号 268 1.53

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 259 1.48

計 － 9,090 51.77

（注）１．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託

口）、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９）の所有株式数のうち信託業務に係る株式数は、

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,521千株、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口）398千株、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９）268千株であります。

２．上記のほか、自己株式が1,065千株あります。なお、自己株式1,065千株には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有

する当社株式146千株及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する当社株式118千株は含めておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2018年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式
1,065,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,337,600 173,376 －

単元未満株式 普通株式 220,620 － －

発行済株式総数  18,623,520 － －

総株主の議決権  － 173,376 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の「株式数」欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれておりま

す。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式146,600

株（議決権数1,466個）及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する当社株式118,200株（議決権数1,182個）

が含まれております。

 

②【自己株式等】

2018年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社アミューズ

（自己保有株式）

東京都渋谷区桜丘町

20番1号
1,065,300 － 1,065,300 5.72

計 － 1,065,300 － 1,065,300 5.72

（注）「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式146,600株及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する当社株式

118,200株は、上記自己株式に含めておりません。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2018年７月１日から2018

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。なお、新日本有限責任監査法人は

2018年７月１日付をもって名称をEY新日本有限責任監査法人に変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,889,186 22,810,894

受取手形及び営業未収入金 6,378,832 4,927,393

商品及び製品 2,005,220 1,739,666

仕掛品 1,855,400 1,787,269

原材料及び貯蔵品 109,241 129,262

その他 2,358,646 2,196,709

貸倒引当金 △1,024,164 △302,722

流動資産合計 31,572,363 33,288,473

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 928,695 931,037

土地 1,527,068 855,706

その他（純額） 190,532 403,488

有形固定資産合計 2,646,296 2,190,232

無形固定資産   

のれん 245,013 204,177

その他 222,877 223,884

無形固定資産合計 467,891 428,062

投資その他の資産   

投資有価証券 2,415,067 2,662,096

その他 2,175,325 1,847,206

貸倒引当金 △200,691 △200,821

投資その他の資産合計 4,389,701 4,308,481

固定資産合計 7,503,888 6,926,775

資産合計 39,076,252 40,215,249
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

負債の部   

流動負債   

営業未払金 8,210,362 7,039,285

未払法人税等 959,753 992,818

役員賞与引当金 23,571 －

従業員株式給付引当金 12,050 20,162

返品調整引当金 1,640 4,600

ポイント引当金 18,930 17,764

その他 2,115,628 2,123,001

流動負債合計 11,341,936 10,197,632

固定負債   

役員株式給付引当金 36,859 61,432

退職給付に係る負債 1,022,041 1,034,830

その他 71,086 67,819

固定負債合計 1,129,988 1,164,082

負債合計 12,471,924 11,361,715

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,587,825 1,587,825

資本剰余金 2,096,355 2,072,118

利益剰余金 22,628,045 24,760,389

自己株式 △1,288,601 △1,257,602

株主資本合計 25,023,624 27,162,730

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 41,928 44,634

為替換算調整勘定 △48,016 △80,979

その他の包括利益累計額合計 △6,087 △36,344

非支配株主持分 1,586,790 1,727,148

純資産合計 26,604,327 28,853,534

負債純資産合計 39,076,252 40,215,249
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業収入 19,519,348 24,178,104

営業原価 14,827,352 19,479,561

営業総利益 4,691,995 4,698,543

返品調整引当金繰入額 － 1,700

返品調整引当金戻入額 3,100 －

差引営業総利益 4,695,095 4,696,843

販売費及び一般管理費 ※ 3,403,323 ※ 2,916,558

営業利益 1,291,772 1,780,284

営業外収益   

受取利息 1,534 735

受取配当金 11,071 25,084

持分法による投資利益 － 86,477

為替差益 29,849 51,191

受取手数料 6,135 4,909

事業組合投資利益 38,907 2,276

その他 30,668 17,110

営業外収益合計 118,167 187,785

営業外費用   

固定資産整理損 0 1,941

持分法による投資損失 143,621 －

その他 3,410 1,875

営業外費用合計 147,032 3,816

経常利益 1,262,907 1,964,253

特別利益   

固定資産売却益 － 1,729,266

投資有価証券売却益 － 5,310

特別利益合計 － 1,734,576

税金等調整前四半期純利益 1,262,907 3,698,829

法人税、住民税及び事業税 602,022 932,582

法人税等調整額 33,710 251,868

法人税等合計 635,732 1,184,451

四半期純利益 627,174 2,514,378

非支配株主に帰属する四半期純利益 91,628 162,552

親会社株主に帰属する四半期純利益 535,546 2,351,825
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

四半期純利益 627,174 2,514,378

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △4,356 2,519

為替換算調整勘定 △39,700 △32,694

持分法適用会社に対する持分相当額 197 186

その他の包括利益合計 △43,858 △29,988

四半期包括利益 583,315 2,484,390

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 490,487 2,321,569

非支配株主に係る四半期包括利益 92,827 162,821
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,262,907 3,698,829

減価償却費 135,696 161,666

のれん償却額 66,562 40,835

貸倒引当金の増減額（△は減少） 558,639 △721,311

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 36,859 24,573

従業員株式給付引当金の増減額（△は減少） 25,459 8,112

返品調整引当金の増減額（△は減少） △3,100 2,960

ポイント引当金の増減額（△は減少） 2,895 △1,166

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △7,305 12,761

受取利息及び受取配当金 △12,605 △25,820

持分法による投資損益（△は益） 143,621 △86,477

事業組合投資損益（△は益） △38,907 △2,276

有形固定資産売却損益（△は益） － △1,729,266

投資有価証券売却損益（△は益） － △5,310

営業債権の増減額（△は増加） 921,810 1,451,439

たな卸資産の増減額（△は増加） △349,626 313,663

営業債務の増減額（△は減少） △2,841,556 △1,242,635

未払消費税等の増減額（△は減少） △155,607 232,754

その他の流動資産の増減額（△は増加） △321,349 △140,316

その他の流動負債の増減額（△は減少） △44,794 △11,793

その他 18,021 △39,666

小計 △602,381 1,941,556

利息及び配当金の受取額 12,675 25,899

法人税等の支払額 △1,448,419 △838,600

法人税等の還付額 25,443 164,317

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,012,682 1,293,172

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △500,013 △500,000

定期預金の払戻による収入 1,522,779 527,040

有形固定資産の取得による支出 △78,185 △581,939

有形固定資産の売却による収入 － 2,531,400

無形固定資産の取得による支出 △13,113 △41,257

関係会社株式の取得による支出 △916,000 －

投資有価証券の取得による支出 △1,700 △200,000

投資有価証券の売却による収入 － 43,010

貸付けによる支出 △13,290 △14,379

貸付金の回収による収入 8,420 7,182

その他 31,594 61,268

投資活動によるキャッシュ・フロー 40,491 1,832,325

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △2,308 △1,076

自己株式の売却による収入 27,435 49,929

非支配株主からの払込みによる収入 3,400 －

配当金の支払額 △219,698 △220,029

非支配株主への配当金の支払額 △106,964 △22,464

その他 △11,475 △9,237

財務活動によるキャッシュ・フロー △309,612 △202,877

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20,131 25,402

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,301,934 2,948,024

現金及び現金同等物の期首残高 20,535,453 19,346,939

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 18,233,519 ※ 22,294,963
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
　　至　2017年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
　　至　2018年９月30日）

退職給付費用 12,765千円 8,877千円

役員株式給付引当金繰入額 43,514 24,573

従業員株式給付引当金繰入額 10,041 10,061

貸倒引当金繰入額 550,545 △216,846

ポイント引当金繰入額 2,895 △1,166

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

現金及び預金勘定 18,776,476千円 22,810,894千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△534,504 △505,983

信託別段預金 △8,452 △9,947

現金及び現金同等物 18,233,519 22,294,963
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月25日

定時株主総会
普通株式 219,498 12.5 2017年３月31日 2017年６月26日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式150,000株及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保

有する当社株式150,000株に対する配当金3,750千円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年11月14日

取締役会
普通株式 219,490 12.5 2017年９月30日 2017年12月４日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式146,620株及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保

有する当社株式141,370株に対する配当金3,599千円が含まれております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月24日

定時株主総会
普通株式 219,481 12.5 2018年３月31日 2018年６月25日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式146,620株及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保

有する当社株式134,560株に対する配当金3,514千円が含まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
（決議）

 
株式の種類

配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年11月13日

取締役会
普通株式 351,163 20.0 2018年９月30日 2018年12月４日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式146,620株及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保

有する当社株式118,270株に対する配当金5,297千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
アーティスト

マネージメント

事業

メディア

ビジュアル

事業

コンテンツ

事業

プレイス

マネージメント

事業

計

営業収入        

外部顧客への

営業収入
16,321,715 689,191 1,313,088 1,195,352 19,519,348 － 19,519,348

セグメント間
の内部営業収
入又は振替高

45,091 55,683 158,451 29,808 289,035 △289,035 －

計 16,366,806 744,875 1,471,540 1,225,161 19,808,383 △289,035 19,519,348

セグメント利益

又は損失（△）
1,521,627 △59,750 437,017 14,976 1,913,871 △622,099 1,291,772

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△622,099千円には、セグメント間取引消去5,660千円及び各報告

セグメントに配分していない全社費用△627,759千円が含まれております。全社費用は、主に報告

セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
アーティスト

マネージメント

事業

メディア

ビジュアル

事業

コンテンツ

事業

プレイス

マネージメント

事業

計

営業収入        

外部顧客への

営業収入
20,865,219 669,613 1,492,162 1,151,109 24,178,104 － 24,178,104

セグメント間
の内部営業収
入又は振替高

30,682 125,843 186,981 29,580 373,087 △373,087 －

計 20,895,901 795,456 1,679,144 1,180,689 24,551,191 △373,087 24,178,104

セグメント利益

又は損失（△）
1,943,528 128,550 587,970 △29,724 2,630,324 △850,040 1,780,284

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△850,040千円には、セグメント間取引消去57,166千円及び各報

告セグメントに配分していない全社費用△907,206千円が含まれております。全社費用は、主に報

告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

１株当たり四半期純利益 31円02銭 136円10銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 535,546 2,351,825

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
535,546 2,351,825

普通株式の期中平均株式数（株） 17,261,969 17,279,904

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．「１株当たり四半期純利益」の算定上、「役員報酬ＢＩＰ信託」及び「株式付与ＥＳＯＰ信託」が保有する

当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前第２四半期連結累計期

間287,990株、当第２四半期連結累計期間264,890株）。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2018年11月13日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）配当金の総額…………………………………………………351,163千円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………………20円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………………2018年12月４日

（注）１．2018年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。

２．配当金の総額には、「役員報酬ＢＩＰ信託」が保有する当社株式146,620株及び「株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託」が保有する当社株式118,270株に対する配当金5,297千円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2018年11月13日

株式会社アミューズ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 久保　英治　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石田　大輔　　印

 

 
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ア

ミューズの２０１８年４月１日から２０１９年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（２０１８年７

月１日から２０１８年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（２０１８年４月１日から２０１８年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アミューズ及び連結子会社の２０１８年９月３０日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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